
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

 皆さまこんにちは、社長の近藤です。今年で20回目

を迎えた「感謝の集い」も無事に終えることができまし

た。毎年来ていただいてる方、今年初めての方も含め、

230名の方にお越しいただきました。 

 また毎年講演を依頼しております、神田昌典様のお話

でも、多くの気づきをいただきました。常に進化する社

会に乗り遅れないように、私自身も日々勉強と肝に命じ

た次第です。 

 さて会宝産業は、2016年から経営の継承を行い、社

員の顧客志向を大切にしてきました。常にお客様の立場

に立って仕事をする姿勢が、少しずつ向上してきたよう

に思います。 

 また三本柱として掲げている次の三つも  昨年で基盤

が整ったと実感しております。 

 ①KRA Union(国内・海外ネットワーク構築) 

 ②GFC(海外リサイクル事業展開) 

 ③KTN(会宝トラックネットオークション) 

どれも立ち上げ時には、生みの苦しみがありましたが、

今年は大きな成果に繋がる予感を感じております。 

 そして、昨年は中小企業として初めて、国連開発計画

（UNDP）が主導する「ビジネス行動要請（BCtA）」

の取り組みに応えるものとして評価され、承認されまし

た。（詳細は会宝通信2017年12月号をご覧ください） 

 このような賞は、決して私たちだけでは得ることがで

きないものです。多くのお客様、そして関係者の皆様の

ご支援があって初めて成せるものです。感謝の集いにお

越しいただいた皆様とお話をする中で、改めて強く感じ

ました。このような機会を、地球規模の課題克服に繋げ

られるように、私たちも日々精進していきます。 

 2月17日 感謝の集い 



 

 

 農業の取り組み ～農業事業部より～【食で未来をつなぐ 〜夢のディナーin石川】 

  会社説明会開催 
 

  

 北陸では初の開催となります「自然栽培夢のディナー」が2月25日（日）ANAクラウンプラザホテ

ル金沢で開催されました。この食のイベントは、「奇跡のリンゴ」で著名な木村秋則さんを地元青森

県弘前のフレンチレストランのシェフが応援したことがはじまりです。これまで弘前、岡山、東京、

大阪で開催され、北陸の地でもついに開催が実現しました。「自然栽培の聖地化」を宣言した石川県

羽咋市で、本格的に農業事業に参入する当社も本イベントの実行委員会のメンバーとして、企画運営

に携わってまいりました。 

 200名限定の「夢のディナー」ですが、多数お申し込みをいただき、食材の調達が可能な数まで増

席をしましたところ、当日は、218名の方にご参加いただきました！自然栽培創設者の木村秋則さん

とそのご家族にもご参加を頂き、同じ食卓を囲むことができたことは、とても有り難

いことでありました。 

 自然栽培を応援する県内外から集った一流のシェフや料理人の方々のフルコースの

料理を堪能することができ、参加いただいた方からは、大満足の声を多くいただきま

した。地元金沢有名料亭の方からは、価値ある農作物を作ってくださる若い生産者の

方とどんどん連携を組み、食文化を発展させていきたいといっていただ

きました。 

 最幸のひと時を共にできた夢のディナーin石川。当農園も、しあわせ

の発信基地として、これからもお客様の食卓に笑顔を届けられるよう、

日々精進してまいります！（担当：田中） 

 ☆トマト鍋にしても美味しい！！ 

 しあわせのトマトはいかがですか？ 

http://gribalance.jp/

 みなさんこんにちは！2019年度から採用活動に関わらせていただいております安部です！ 

会宝産業では新卒社員を募集しており、毎年会社説明会を開催しています。私たちが求めている人物

像は「明るく元気で素直な方」です。会宝産業の由来の1つが、「宝に会う」という意味で、「宝」とは

「人」を意味します。会社説明会ではたくさんの宝のような方と会えることを楽しみにしておりま

す。会宝産業は、宣言として「あいさつ日本一！きれいな工場世界一！」を掲げており、会社説明会

ではその部分もお伝えしていますし、そこでしか話さない内容もありますのでお見逃しなく！ 

 会社説明会や採用情報については下記

URLをご確認ください。弊社採用ページ 

https://aihosangyo.jp/company/

recruit.html 



 

 

       今月のパチリ☆ 

    

  

 こんにちは。2月17日（土）に感謝の集いを開催しました。1998年に第1回を開催した感謝の集い

も今年で20回目となりました。毎年たくさんの方々に足をお運びいただいていますが、今年は日本各

地より230名の方々がご参加くださいました。お忙しい中ご出席いただいた皆様、そしてご出席いただ

けなくてもいつも弊社を支えてくださっている皆様には、この場を借りて改めてお礼を申し上げます。 

 当日会場では弊社関連本を数種類販売したのですが、弊社女性社員が執筆し、 昨年10月に出版した

本『ガーナは今日も平和です。』も販売しました。

JICA民間連携ボランティア制度を利用して2年間

ガーナで活動をした体験記を綴った本です。著者本

人がご購入くださった方に感謝の気持ちをお伝えし

ながらサインもしたところ、大変盛り上がりお客様

にも喜んでいただけました。本人自ら販売したこと

もあって、売り上げは予想よりも良かったようです

（笑）写真は著者の山口未夏です。 

（担当：松本） 

社員海外レポート  

 皆様こんにちは！国際業務部の四宮です。先日タイの合弁会社に出張し

てきました。タイへは4年ぶりに行くというのに当日金沢は豪雪・・・フライトはキャンセルになり、

かなり困惑しましたが、表日本から出発し翌日に何とかタイに到着できました。飛行機から降りると気

温は約30℃ほどで、過ごしやすく幸せな気持ちになりました。町に出ると新春のための賑やかな飾り

などがあり、また中国人の方が多いな～と感じました。調べてみると、なんと、中国の旅行先ランキン

グでは、タイが1位で2位以下は日本、米国、シンガポール、オーストラリア

となっているようです。どおりで多いわけですね～。 

 そろそろ仕事の話をしましょう～。今回の訪問目的はふたつあり、まずひと

つは、弊社から積み込んだコンテナの荷降ろしを同行した現場スタッフと共に

見学し、問題点や改善点を洗い出すことでした。タイのスタッフとも一緒に考

えるいい機会をいただきました。また、いつも商品を買ってくれるお客様に直

接会いに行き、今後に活かせる情報や、意見交換が出来ました。 

 もうひとつ、UAEにある弊社のオークションに出品するための価格調査を

行いましたが、タイの国産車をUAEで販売しているお店が少ないため、なか

なか相場が掴みにくく、一筋縄ではいきませんでした・・・。しかし、前に進

むために今後も調査を続けていきます。最後にタイは“微笑みの国”といわれ

ているだけあって、どこに行ってもやさしく丁寧に素敵な笑顔で対応してくれ

たのがとても印象的でした。次回またタイに行った際には現地をレポートいた

します。お楽しみに！！ 

From

Kenya

From  

 Thailand  



 

 

住所が変わりました！ 
〒920-0209 金沢市東蚊爪町1丁目21-2 

 会宝産業株式会社 国内業務部 

 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

 ホームページもご覧ください。      

 http://kaihosangyo.jp/ 

 ご意見ご要望はこちらまで  

 soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

部品課 （部品注文/担当：大森・角島） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 弊社の二階会議室にお越しいただいた方はご存知かと思いますが、壁には社員の人数分の色紙が貼ら

れています。この色紙は、毎年仕事始めの年初会議に各自が1 〜2分のスピーチをする時に発表します。

そのスピーチでは、色紙に込めた想いと共に、今年の抱負を各自が話します。 

 不思議と毎年傾向があるもので、今年は健康に対するキーワードが多かったように思います。またあ

りふれた言葉でなくても同じ言葉を書いてきた人がいたり、毎年一筆書きで綺麗な字を書く人がいた

り、絵を書いてくる人がいたりと、一人一人の個性が現れます。自分自身の目標を明確にすると共に、

仲間の想いを知ることで、一丸となって一年間仕事をしていく基盤が作られます。（担当：佐藤） 

 今月のトピックス ～ 色紙  ～                  

  相場情報 ～生産部より～ 
 こんにちは。会宝産業の山口です。北陸の2月は記録的な豪雪でしたが、最近では春の気配を感じられ

る陽気となってきました。また、今回の雪で災害に遭われた方には心よりお見舞い申し上げます。かく

言う私の家（山奥）でも１ｍ以上の積雪となり、未だ、外に出ると屋根以上に高く積み上げられた雪が

聳え立っております。 

 さて、2月は相場も雪の影響で様子見の所が多かったのではないでしょうか。特に2月の生産計画を高

くしていた新潟方面の電炉は雪の影響で入荷が乱れ、国内相場が下落した後も様子見で価格は維持され

た結果となりました。銅に関しても春節の影響で例年は上下するのが一般的ですが、ここ最近は世界的

な供給不足によって価格は安定しています。また、中国でのEV生産が加速すれば銅やリチウムの需給も

ひっ迫する見通しとなっています。 

2018年2月実績 

 入庫台数 678台          

 処理台数 620台     


